
取扱説明書
受信DSPユニット

UT-106

このたびは、アイコム製品をお買い上げいただきまし
て、まことにありがとうございます。
UT-106は、IC-PCR1000/IC-706MK™用のDSP

ユニットです。
UT-106を装着することにより、受信時のノイズ・混

信除去に威力を発揮します。
取り付けおよび運用に際しては、この取扱説明書をよ

くお読みください。

ご　　注　　意
このユニットを取り付けるときは、必ずIC-706MK\シリーズの

電源を切り、DC電源コードや他の接続コードをはずしてから行っ

てください。

取り付け方法
1上下カバーを取り付けている10本のネジをはずします。

このとき、上カバーのスピーカー接続コードをはずします。

2PLLユニットからの接続コネクターP1(4pin）をMAINユニットの

J12からはずし、UT-106のJ1に接続します。

3UT-106からの接続コネクターP1(4pin）をMAINユニットのJ12に

接続します。

4付属のフラットケーブルをUT-106のJ3、PLLユニットのJ3にそ

れぞれ接続します。『電極(接点側)の向きに注意して接続します。』

5付属のマジックテープの薄紙をはがし、UT-106の裏側、PLLユニ

ットにそれぞれ貼り付け、PLLユニットに固定します。

6上カバーのスピーカー接続コードを接続し、上下カバーを元どお

り取り付けます。

操 作 方 法
1.ANF(オートノッチフィルター)機能
SSB、FM、AMモードの受信中、音声信号にビート信号やCWまた

はRTTY信号による混信を受けると、自動的に判別して混信信号を

減衰します。

1[DISPLAY]を短く押し、サブメニュー(S1～S4)表示にします。

2[MENU]を短く押し、S4(D.S.P.)メニューを選択します。

3[F-1](ANF)を押すごとに、DSPのANF機能を“ON/OFF”します。

“ON”のときは、ディスプレイにDSP[ANF]表示が点灯します。

2. NR(ノイズリダクション)機能
受信したアナログ信号をデジタル処理し、ノイズ成分と信号成分を

分離して信号成分だけを取り出します。

各種のノイズに効果を発揮します。(全てのモードで動作します。)

1[DISPLAY]を短く押し、サブメニュー(S1～S4)表示にします。

2[MENU]を短く押し、S4(D.S.P.)メニューを選択します。

3[F-2](NR)を押すごとに、DSPのNR機能を“ON/OFF”します。

“ON”のときは、ディスプレイにDSP[NR]表示が点灯します。

4[F-3](NRL)を押すごとに、ノイズ除去レベル(LEVEL“0～15”)を

表示または未表示に切り替えます。

ノイズ除去レベルを表示しているときに、[M-CH]ツマミを回し

てノイズが最も減衰し、受信信号がひずまないように調整します。

注.NR機能“OFF”時、[F-3](NRL)を押してノイズ除去レベル設定す

ると、NR機能が“ON”(DSP[NR]表示が点灯)となりますが、こ

の状態は記憶されず、次に電源を入れるとNR機能は“OFF”とな

ります。

なお、ノイズ除去レベル設定値と[F-2](NR)で“ON/OFF”した状

態は記憶しています。

※サブメニューの“S4”は、UT-106装着時のみ表示されます。

は じ め に
UT-106はDSP(Digital Signal Processor)によるデジタル信

号処理により､受信時のノイズ・混信除去などに威力を発揮します。

DSPユニットを装着すると、次の機能を使用できるようになります。

•ANF(オートノッチフィルター)機能

•NR(ノイズリダクション)機能

BLANK

CH

VFO AS1 53 7 9 20 40 60dB

USB

PO 5

DSP

S4

S4

ANF NR NRL

NRLLEVEL 8

DSP表示部� ANF

NR

F-3F-1 F-2

�
MENU DISPLAYM-CH

•ノイズ除去レベル設定時の表示

•DSP機能動作時の表示

•上下カバーのはずしかた

P1

P1

J3

UT-106

PLLユニット�

J3�マジックテープ�
を貼り付ける�

高温注意�
この抵抗に線材が直接触れない�
ように線材の処理を行ってから、�
カバーを付けてください。�

� �
�

電極(接点側)を�
外向きに接続する�

電極(接点側)を�
上向きに接続する�

J12

MAINユニット�

PLLユニットの接続コネクターを�
はずし、UT-106からの接続コネク�
ターを接続する。�

•UT-106の取り付けかた

■IC-706MK™シリーズ
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ご　　注　　意
このユニットを取り付けるときは、必ずIC-PCR1000の電源を

切り、DC電源コードや他の接続コードをはずしてから行ってくだ

さい。

は じ め に
UT-106はDSP(Digital Signal Processor)によるデジタル信

号処理により､受信時のノイズ・混信除去などに威力を発揮します。

DSPユニットを装着すると、次の機能を使用できるようになります。

•ANF(オートノッチフィルター)機能
•NR(ノイズリダクション)機能

取り付け方法
1カバーを取り付けている8本のネジをはずします。
2付属のソフトケースをUT-106に取り付けます。
3LOGICユニットのJ4に接続しているコネクターP1(4pin)をはず
し、UT-106のJ1に接続します。

4UT-106からの接続コネクターP1(4pin)をLOGICユニットのJ4に
接続します。

5付属のフラットケーブルをUT-106のJ3、LOGICユニットのJ3に
それぞれ接続します。

『電極(接点側)の向きを確認して接続します。

6UT-106ユニットをコンデンサーの上に重ならないようにセット
し、カバーを元どおり取り付けます。

操 作 方 法
2. Noise Reduction(NR)機能
受信したアナログ信号をデジタル処理し、ノイズ成分と信号成分を

分離して信号成分だけを取り出します。

各種のノイズに効果を発揮します。（全てのモードで動作します。）

1ツールバーの をクリックし、DSP画面を表示します。

2[DSP]ボタンをクリックして、DSP機能を“ON”(表示ランプ点

灯)にします。再度クリックすると“OFF”になります。

3[Noise Reduction]ボタンをクリックするごとに、DSPのNR機

能を“ON/OFF”します。

“ON”のときは、表示ランプが点灯します。

4NR機能“ON”時に、[Noise Reduction]ツマミをマウスの右ボ

タンでクリックするとノイズ除去レベルが高くなり、左ボタンで

クリックするとノイズ除去レベルが低くなります。

ノイズが最も減衰し、受信信号がひずまないように調整します。

D.S.P

1.Automatic Notch-Filter（ANF）機能
SSB、FM、AMモードの受信中、音声信号にビート信号やCWまた

はRTTY信号による混信を受けると、自動的に判別して混信信号を

減衰します。

1ツールバーの をクリックし、DSP画面を表示します。

2[DSP]ボタンをクリックして、DSP機能を“ON”(表示ランプ点

灯)にします。再度クリックすると“OFF”になります。

3[Automatic Notch-Filter]ボタンをクリックするごとに、DSP

のANF機能を“ON/OFF”します。

“ON”のときは、表示ランプが点灯します。

D.S.P
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高品質がテーマです。
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